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経 済 論 叢1:京 都 ノ{学)第170巻 第5・6号,2002年11・12月

シ ャ ー プ の 対 米 輸 出 マ ー ケ テ ィ ン グ(1)

1は じ め に

近.藤 文 男

輸 出 マ ー ケ テ ィン グ は国 際 マ ー ケ テ ィ ング の 一形 態 で あ り,国 際 マ ー ケ テ ィ

ング の完 成 した 形 態 で あ る グ ロ ー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グの ・モ メ ン トを 構 成 し

て い る。 それ は グ ロ ー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グ段 階 に お い て もな お 衰え る こ とな

く.多面 的 に機 能 す る。 したが っ て,輸 出 マ ー ケ テ ィン グの 基 本 的 機 能 を解 明 す

る こ とは,グ ロ ー バ ル ・マ ー ケ テ ィ ン グの性 格 を 解 明 す るた め の 不 日∫欠 な作 業

で あ る 。本 稿 で は シ ャー プ株 式 会社 の 対 米 輸 出 マ ー ケテ ィ ングの 実 態 とそ の機

能,性 格 に つ い て解 明 す る こ とを 課 題 とす る。 を ヤー プの 対 米 輸 出 マ ー ケ テ ィ

ン グの 時期 は,シ ャー..プが 本 格 的 に 対 米 輸 出 マ ー ケ テ ィ ン グを開 始 した1962年

か ら ア メ リカに 現 地 生 産 会社 を 設 立 す る79年 まで で あ る。 本 稿 で は シ ャー プ の

輸 出 マ ー ケ テ.fン グの 期 間 を 中 心 に分 析 す るが,必 要 に応 じて分 析 対 象 を そ の

前 後 に ま で 拡 大 す る。 シ ャー プ の前 身 早 川 電 機 工 業 株 式 会 社 は,70年1月

「シ ャー プ株 式 会 社 」 へ 社 名 を変 更 して い る。.本稿 で は煩 雑 さ を避 け るた め,

シ ャー プ に統 ・して 使 用 す る。

シ ャー プ は関 西 の 家 電 メー カー と して松 ド電 器,三 洋 電機 と と も に御 三 家 の

・角 を 占 め,創 業 者 で あ る 早 川 徳 次 に よ って1912年 に 「徳 尾 錠 」(ベ ル トの

バ ックル)の 実 用 新 案 権 の取 得 に よ って創 立 さ れ た ユ ニ ー クな 会 社 で あ り,社

歴 か らみ る と松 下 電 器,三 洋 電 機 よ り占い 。 「独 創 的 な 技 術 ・商 品 開 発 」 を経

営 理 念 と し.て,数 多 くの 日本 初,世 界 初 の新 技 術 ・新 商 売 を世 に送 り出 して き

た 企業 で¥¥}� ｠�驕B35� N�走 {金30� 怏 ~�� 烽ﾁ�ﾄ�博 ｮ�� ﾐ�g�D�ﾉ��ﾟ,� 博 ｮ�� ﾐ�
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川 金 属 工 業 研 究 所 を 設 立 した 。 古 くは 社 名 の 出 来 と な っ た シ ャー プ ペ ン シ ル

(15年)に 始 ま り,日 本 の家 電 の歴 史 を形 成 した小 型鉱 石 ラ ジ オ受信 機 〔25年),

国 産 第1号 テ レ ビ(TV3-14'f)の 試 作 に 成 功(51年),翌 年 業 界 に 先 が け て

ア メ リ カ ・RCA社 と テ レ ビ受 像 機 の 特 許使 用 契 約 を締 結 す る(52年)と 同 時

に 量 産 に 入 る(53年)。 電 子 レ ン ジ の 開 発(61年)と 量 産(62年),世 界 初 の

オ ー/レ トラ ン ジ ズ タ ダ'イオ ー ドに よ る電 子 式 卓 ヒ計 算 機(以 下 電 卓 と略 す)

.「コ ンペ ッ ト」 の 開発(64年),世 界 初 のis(集 積 回路)を 採 用 した 電 卓 の 開

発(66年),世 界 初 のLSI(大 規 模 集 積 回 路)電 卓 の 開 発(69年 〕,世 界 初 の

液 晶表 示 を利 用 したCOS化(全 機 能 一体 化)電 卓 の 開 発(73年)L:1,70年 代 初

頭 に は電 卓や 時 計 向 け の 液晶 が 主 流 で あ っ た。 初 の 太 陽 電池 付 き電 卓 の 開 発,

世 界 初 の カ ・.一ドタ イ プ電 卓(77年),世.界 初 の1.6mm超 薄 型 カー ド電 卓 の 開

発(79年),フ イ ル ム キ ャ リ ア方 式 に よ るLSIを 用 い た 薄 型9.5mm電 卓 の 実

現(76年),パ ソ コ ン と テ レ ビを シ ス テ ム化 した 「パ ソ コ ン テ レ ビ」 の 開 発

(82年)な どは,い ず れ も シ ャ・一プ が 世 界 初 お よび 国 産 第 一 号 機 の 開 発 に 成 功

した もの で あ る2)。

な か で も,シ ャー プ が 家電 メー カー か らエ レク トロニ ク スの 総 合 メー カー へ

脱 皮 す る契 機 とな っ た の は,半 導 体 部 門 へ の 本 格 的 な 進 出 で あ っ た,,.シ ャー プ

が 電 卓 を 開発 す る に あ た り,大 きな ネ ック とな った もの が あ る。 そ れ は電 卓 の.

心臓 に あ た る 半 導体 技 術 で あ った 。 当 時取 締 役 産 業 機 器 事 業 部 長 で 電 卓 担 当 の

佐 々木 止 は,「 部 品 が な け れ ば た だ の ア ・ソセ ンブ リー メー カ ー に終 わ って しま

う。 ア ッ セ ン ブ リー だ け で は す ぐに 他 社 に 追 い つ か れ て し ま う」31と自 社 の

LSIの 内 製 化 を 強 く主 張 した 。 そ こで 佐 伯 専 務 は い っ た ん 決 定 して い た 千 里

万 博出 展 を取 りや め,天 理 にLSII:場 を設 立 す る.一大 決 意 を した 。 この 決 意

は 「.丁・里 か ら天 理 へ 」 とい う ス ロー ガ ンが,社 内 の み な らず 社 会 的 に も定 着 す

Dシ ャー プ の 液 晶 の 歴 史 は,こ の 時 期 遡 る、

2〕 シ ャー プ 株 式 会.社80周 年 記 念 誌 「誠 意 と創 意 邸 年 の 歩み 〔1912一.1992))1992年12月 よ り.

3〕 宮 本.1軍夫 『躍 進 シ ャー プJR本 能 率協 会 マ ネ ジ メ ン1・セ ン ター,199藪 年,133ベ ー.ジ.,
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る ほ ど の.大 き な 出 来 事 で あ っ た。70年10月 に 奈 良 ・天 理 に75億 円 を 投 じて

1'M工 場 や 中 央研 究 所,研 修 所 を 中心 とす る総 合 開.発セ ン ター を完 成 した 。

シ ャー プが 従 来 の.単な る ア ッセ ンブ リ.一.メー カ ーか ら脱 却 し,独 自の 商 品 開 発

に よ っ て業 界 を常 に リー ドす る よ うに な っ た の は,半 導 体 工 場 の 建 設 を転 機 と

しだ:h。 シ ャー プ は64年 に 世 界 初 の オ ー ル トラ ン ジ ス タ ・ダ.イオー ドに よ る

"コ ンベ
ッ ド の 開発 ・量 産 に成 功 して 以 降,激 烈 な 企 業 間 競 争 を絶 えず リー

ドして きた 。 そ の原 動 力 とな った の が 半 導体 で あ る。 半導 体 を軸 と した電 卓 部

門の技 術 開.発は,シ ャー プの技 術 体 系 と して 蓄 積 され,他 の事 業 分 野 へ と波 及

してい っ だ 〕。 多 くの メー カー が テ レビ受 像 機 の 心 臓 で あ る ブ ラ ウ ン管 を 自社

生 産 して い る中 で,シ ャー プ は 口立 や 東 芝 か ら調 達 して お り,単 な る ア ッセ ン

ブ リー メー カー に と ど ま って い た 。 シ ャー プが ブ ラ ウ ン管 に代 わ る 液 晶 を使 っ

た テ レ ビを発 売 した の は87年 で あ り,翌88年 に は世 界で 初 め て14型 の 液 晶 デ ィ

ス プ レー を 開発 した 。 シ ャー プ は早 くか ら 液 晶 の実 用 化 を 目指 し研 究 を積 み 重

ね て お り,カ ラ ー テ レ ビへ の 液 晶 の応 用 に 先立 ち,73年 電 卓 の 表 示 装 置 と して

世 界 で 初 め て液 晶 の実 用 化 に成 功 して い る 。 液 晶 は そ の 後 技 術 開 発 を 進 め,電

卓,時 計 か らAVや 情 報 関 連 機 器 な ど 多 くの 分 野 で 応 用 さ れ る キ ー デ ィバ イ

スへ と発 展 し,シ ャー プ の 新 しい経 営 の 支柱 とな り 「液 晶 の シ ャーープ」 の 名 を

不 動 の もの に した 。 奈 良 ・天 理 の 半 導 体 の 工 場 の 建 設 を シ ャー プ の総 合 エ レ ク

トロニ ク ス メー カー と して の 第 一 歩 とす る な らば,液 晶 へ の投 資 は第 二 の 「下'

里 か ら天 理 」 と言 う こ とが で き よ う。

生 産 部 面 の 革 新 につ い で,シ ャー プ の革 新 を大 き く規 定 した の は,76年 に ス

ター トした 家 電 部 門 で の 「ニ ュー ラ イフ商 品戦 略 」 で あ る。60年 代 の シ ャー プ

の 製 品 開 発 を方 向づ け て い た の は"職 人 の 発 想"で あ る。 つ ま り,「 地 道 な 合

4〕 「ハ ー バ ー ド ・Lどジ ネス ・ス クー ル 」は シ ャー プの ケー スス タ デ ィで 次 の よ う に分 析 して い る。

シ ャ.一プ は70年 代 初頭 まで ぽ,家 電 製 品 の ア セ ンブ リー.中心 に,製 品 力.販 売 力 の 弱 さを コ ス ト

と価 格 競争 力 で カ バ ー して 成.畏 して きた 企業 で あ った 。 シ.や一 プに と って の 重 要 な 転 換 点 は,70

年 代 初 頭 にお け る同 社 に よ る 集 積 回 路(H')の 生 産 の 開始 で あ った.!紬 〃.暇8ガ β'癬 η`燗翫 ん偲'

〔.を∠甜,No.9-793-064,P.1、}

5}山 内.三 『家電 』F{本 経 済新 聞 社,19呂5年,164-168ペー ジ 参照.
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理 化 努 力 に よ って,よ い もの を 安 くつ くる とか な らず マ ー ケ ッ トは反 応 す る」

と い う メー カ ー の 論 理 で あ る。 こ の 経 営 哲 学 を 反 映 した 事 業 展 開 が,石 油

シ ョ ック後 のELM商 品 戦 略 で あ っ た 。ELMと は,エ ネ ル ギ ー(E),労 働

(L),マ テ リア ル(M)を 節 約 す る商 品 開 発 とい う意 味 で あ り,部 品点 数 と1:

根 数 の 削 減 を 最優 先 した 製 品 開 発 で あ る。 この 商 品 の 基 本性 能 を維 持 しつ つ,

値 段 を ドげ るELM戦 略 は,成 功 しな か った 。 そ こで,シ ャー プ とい う職 人集

団 は,「 よ い モ ノ」 とは何 か 。 製 品 の 「よ さ」 とは,誰 に と って の よ さな の か,

この 基 本 命 題 を と こ とん つ きつ ゆ た 。 そ の結 果 出 さ れ た 答 え は,従 来 の メー

カー サ イ ドに 立 った 機 能 か ら消 費 者 春 着 型 へ の 情 緒 価 値 へ の変 換 で あ った。 こ

う して ニ ュー ラ イフ商 品 戦 略 が 生 み 出 さ れ,76年 に担 当 役 員 と.事業 部 長か らな

る 「ニ ュー ラ イ フ委 員 会」1が設 置 さ れ た 。 この 戦 略 は消 費 者 の 生 活 価 値 観,家

庭 機 能,生 活 空 間,生 活 時 間 とい った こ とを 踏 ま えた 独 自 の製 品 コ ンセ プ トに

よ る徹 底 的 な 商 品 差 別 化 戦 略 で あ る。 ニ ュー.一ラ イフ商 品 戦 略 を ベ ー スに して 開

発 され た 野 菜 専 用 室 を プ ラ ス した3ド ア 冷蔵 庫,省 スペ ー ス タ イプ の16型 カ

ラー テ レビ,デ ザ.インを.新 した フ ァ ッシ ョナ ブ ル な掃 除 機 裏 番 組 も同時 に

.見 られ る.1ブ ラ ウ ン管2画 面 の テ レ ビ ・イ ン ・テ レ ビ,ス テ レオ タ イプ の ラ ジ

カセ な どは,他 社 に な い 独 白の 便 利 さや デザ イ ン,使 う楽 しさ を も った個 性 あ

る商 品 と して ニ ュー ラ.イフ派 の 人 た ち に受 け入 れ られ,こ の戦 略 は 見事 に的 中

した 。76年 度 は23機 種 の ニ ュー ラ イ フ商 品 が 発 売 され,売 ヒげがlliめ る シ ェア

は23%で あ った 。80年 度 に は50%に まで 高 ま った 、、ニ ュー ラ イフ戦 略 の成 功 は,

シ.ヤー プ とい う`'青 目の 職 人 集 団"に か っ て ない 新 鮮 な成 長 力 を与 え,年 平 均

10%以 上 の 成.艮 を実 現,差 別 化 路 線 は 完 全 に 定 着 し,シ ャー プ戦 略 の 基 本 と

な った%

「ニ ュー ラ イ フ商 品 戦 略 」 は,「 ニ コ.一ラ イ フ ピー プ ル戦 略 」 に 発 展 した 。

印 岡本康雄 ・榊原清則編 『J.レ.クトロ三クスの組織」第.法 規ILU版株式会社脚⊥9終年,128ぺ..

ジ,:加藤勝美 「シャープ 『二.ムーライフ戦略部隊jI「プレ.ジデント』1983f「5月,シ ャープ株式

会社80周年記会誌,前 掲書,5255ぺ ・.一ジ,野 中郁次郎他 『企業の自己革新J中 央公論仕、1i)86

年,85ペ ージ⊃
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団 塊 の 世 代 が 色 や デ ザ イ ン な ど の 「情 緒 的 価 値 」 を 求 め た の に 対 して,ニ ュ ー

ラ イ フ ピ ー プ ル が 求 め た の は 「自 分 ら し さ 」 で,そ の こ だ わ り を 充 た す 商 品 開

発 で あ っ た 。 こ れ は,情 報 感 度 の 最 も 高 い18才 か ら32才 を ター ゲ ッ ト と し,先

端 エ レ ク ト ロ ニ ク.ス技 術 を 内 包 し た 家 電 製 品 を 情 報 価 値 の あ る も の と し て 訴 え

る 戦 略 で あ る%

シ ャ ー プ は2002年7月 現 在,現 地 販 売 会 社23ヶ 国 に27社 と駐 在 事 務 所4ヶ 国

に8ヶ 所,生 産 拠 点13ヶ 国23社,技 術 開 発 会 社4ヶ1玉1に5社 を 持 つ 文 字 通 りの

グ ロ ー バ ル 企 業 で あ る 。01年 度 の 輸 出 高 は5276億P1で 総 売 ヒ高 の38,4%を 占 め

て い る が,現 地 生 産 の 増 加(92年 の 海 外 売.ヒ げ 全 体 の 約25%)に 伴 っ て 輸 出 の

比 重 は 小 さ く な っ て い る 。 輸 出 の 地 域 別 内 訳 は,北 米 が 最 も 多 くて42.5%,次

い で ア ジ ア が30.3%,ヨ 一 口 ・ソバ が21.7%,そ の 他 の 地 域 が5.5%と な っ て い

る乱。 輸 出 の85%が 消 費 財 商 品 で あ り,そ の92%が シ ャ ー プ の ブ ラ ン ドで 販 売

さ れ て い る 。 残 り15%.は 部 品/デ ィバ.イ ス で あ る'㌦,シ ャ ー プ の グ ロ ー バ ル 化

の 第1歩 は,ア メ リ カへ の 進 出 か ら で あ っ た 。

シ ャ ー プ に と っ て の ア.メ リ カ は 世 界 で 最 大 の 巨 大 な 市 場 とい う だ け で な く,

最 先 端 を 歩 ん で お り 多 く の 魅 力 が あ っ た 、.、シ ャ ー プ は ソ ニ ー に 次 い で 輸 出 依

存 率 が 高 く,中 で も ア メ リ カ へ の 依 存 が 高 か っ た 。 た と え ば,68年 に は ア メ

リ カ 向 け が50%,ヨ ー ロ ッ パ 向 け が.15%,残 りが 東 南 ア ジ ア 方 面 と な っ て い

る1'"Q

71年 現 在,商 品 別 に 見 る と カ ラ ー テ レ ビ 月 間4万 台 の 生 産 の う ち 輸 出 が1万

6000台(:40%),そ の 半 分 の8000台 は 対 米 向1ナ で あ る 。 白 黒 テ レ ビ は 月 産10万

台 生 産,う ち 対 米 は 約4万 台,電 卓 は 約8万 台,う ち 対 米 向 け 約8000台,テ ー

プ レ コ ー ダ8万 台 生 産,う ち 対 米 輸 出 約3万2000台 を 輸 出 して い る1】}。

の 加 護野 忠男 「シャー プ 」『WilU中.央 公論 社,1981年3月,部 ベ ー ジ,シ ャ・.プ株式 会社9∩周

年記 念誌,.前 掲書,64ペ ージG

8}r有 価証 碁報告書」 に よる=7.

9)H¢,・ τwゴF'ご∫fprご'55∫`・肋θ!C酷虐,ND.9793〔}64,PP.8-9.

10)丁 週11」ダイヤモ ン ド臨時 琴.」Il968年12月1〔}1.1号,147ペー.ジ.

11)W本 「業新聞11§71年8月191.1付.,1電 波新聞」1971年8月19Lj付 、,
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現 地法 人,駐 在 員事 務 所 を拠 点 と して90%ま で 直売 方式 を と り,残 りの10%

を 東洋 綿 花 や 三 菱 商事,ニ チ メ ンな ど総 合 商 社 に 依 存 して い た。 極 力,商 社

ル ー トを排 除 し,直 売 方 式 を とる方 が,メ ー カー と して の 自主性 を 維持 で き る

か らで あ る。

11シ ャ ープ 本社 の 海 外 進 出 実 態 と その 戦 略 ・組 織

1海 外進 出実態

輸 出 マ ー ケ テ ィ ン グは,本 社 の 海 外 戦 略 に よ っ て大 き く規 定 さ れ る。 した

が って,シ ャー プ の対 米 輸 出 マ ー ケ テ ィ ン グ戦 略 の 具体 的 な 内 容 の 分 析 に先 立

ち,輸 出期 の シ ャー プ 本社 の輸 出実 態 と海外 戦 略 に つ い て概 説 して お く。

シ ャー プの 海外 事 業 は,26年 に 中 国,東 南 ア ジ ア,イ ン ド,南 米 に ラ ジ オ部

品 を輸 出 した 。34年4月,中 国 に上 海 出 張所 を 開 設 す るな ど して,ア ジ ア全 域

へ.真空管 ラ ジ オを 中心 に輸 出 を拡 大 して い る13〕。

古 藪 省 三 海外 事 業本 部長 は,第 二次 世 界大 戦 後 の輸 出 につ い て 次 の よ う に 回

顧 して い る。 当 時 輸 出 は皆 無 の状 態 に あ った 。GHQか ら貿 易 再 開 許 可 に よ っ

て,51年 シ ャー プ は名 ばか りの輸 出課 を 設 置 し,3名 の担 当 員 で 発 足 した。 売

る物 が無 く,模 造 真 珠 で も扱 って み よ うか,と い った 状 況 で あ った 。 しか し,

トラ ン ジス タの 出現 と共 に,急 速 に輸 出市 場 が 脚 光 を 浴 び る よ う に な り,58年

に戦 後 初 め て ア メ リカ に駐 在 員 を 派 遣 した1常。.輸出 そ の もの は57年 あ た りか ら

活発 化 し,ト ラ ン ジ ス タ ラ ジ オか ら始 め て,60年 代 に は テー プ ・レコ ー ダ ー,

63年 頃 か ら白 黒 の テ レ ビが 加 わ った 。 カ ラー テ レ ビが 輸 出 商 品 と し て登 場 して

くるの は64年 で,本 格 的登 場 は66年 頃 か らで あ る。64年 に は カ ラー テ レ ビに加

えて,も う一 つ の有 望 な輸 出 商 品,電 卓 が 加 わ った 。

62年,同 社 は100%出 資 の 海 外 販 売 会 社SECを ア メ リ カ に設 立 した の を手

始 め に,西 ドイ ツ(68年),英 国(69年),オ ー ス トラ リ ア(71年),カ ナ ダ

12.}シ ャー プ株 式 会.社80周 年記 念 誌,前 掲 書,15-16ペ ー ジ。

13>早 川電 機 〔株)・ シ ャー プ電 機(株 〉・社 内 二 二 一 ス 「窓』,1970年9月 号,49-50ペ ー ジ.
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第1表 シ ャー プ の 販売.高 お よび 輸 出販 売 高推 移

〔393)7

年 販 売 高 億 円) 輸 出販売高 臆 円〉 輸 出 比

1955年 38.1 0.8 2.1%

1960年 210.9 32.7 15.5%

196.1年 253.2 37,1. 14.7%

1962年 314.7 55.4 17.6%

1963年 342.6 61.6 18.0%

1964年 302.1 63.7 21.1%

1965年 292.5 74.7 25.5%

1966年 420.9 155.0 36.8%

1967年 568.7 159.6 28.1%

.

1968年 883.7 335.8 38.0%

1969年 1,208.1 453.9 37.6%

1970年 1,490.8 637.4 42.8%

1971年 1,340.6 609.8 45.5%

1972年 1,438.0 606.5 42.2%

19招 年 1,643.6 644.8 39.2%

1974年 1,901.6 724.7 38.1%

1975年 2,017.9 842.5 41.8%

1976年 2,950.5 .1,531.6 53.7%

1977年 3,007.8 1,647.7 54.8%

1978年 3,396.4 1,718.3 50.6%

1979年 3,952.6 1,903.3 48.2%

1980年 5,014.1 2,816.7 56.2%

1981年 51呂00.9 3,317.8 572彫

1982年 6,493.4 3,553.1 54.7%

1983年 4,303.1 2,448.5 . 56.9%

1984年 5,607.9 3,460.1 61.7%

1985年 5,770.4 3,485.3 60.4%

出所 二「有価証券報告・書総覧」に よる

(74年)と 販 売 会 社 を増 や し,世 界 の 主 要 な地 域 で の 販 売 拠 点 を確 立 す る 中 で

シ ャー プ の輸 出 は急 成 長 した 。 第1表 が 示 す よ うに,60年 代 末 か ら70年 代 にか

け て 輸 出 が,絶 対 的 に も相対 的 に も急 増 して い る。 輸 出 の 割 合 が 金 版 売 高 の3

分 の1を 超 え る の が66年 以 降 で あ り,同 業 他 社 と比 較 して シ ャー プの 輸 出 の割
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合 が 高 い の が 目 立 つ 。 例 え ば,70年 シ ャ ー プ の42.8%は,ソ ニ ー の51.2%を 除

き,松 下 電 器18.1%,三 洋 電 機27.8%,東 芝13.3%,日-12.7%,三 菱 電 機

8.3%の い ず れ よ り も 高 く,75年,80年 も ソ ニ ー に 次 い で シ ャ ー プ の 比 率 が 高

い 川、㌍

2海 外事業組織

50年 代 の輸 出 は単.発的 な もの で あ り,真 空 管 ラ ジ オを 中 心 と した55年 の 輸 出

販売 額 は わず か8⑪00万 円 に す ぎ な か った 。 大 阪 本 社 の 貿 易 部 も営 業 担 当 と貿 易

実 務 を行 う船 積 み 出 荷 担 当 とい う単 純 な 組 織 で あ った 。 輸 出 の増 大 と と も に

「世 界 の シ ャー プ」 に発 展 す る 中 で,66年 に は 戦 前 か ら存 在 した 貿 易 部 が 貿 易

本部 に改 組 さ れ た 。貿 易 本 部 で は,① シ ャー プ ブ ラ ン ドの 占有 率 拡 大,② 自

社 販 売 網 の 強 化,③ 海 外 サ ー ビ ス体 制 の 強 化,④ 海 外 宣 伝 の 強 化 ⑤ 海 外

安 全規 格 取 得 の積 極 的推 進 の5大.ス ロー ガ ンを掲 げ て 積 極 的 に 海 外 の 市 場 の 開

拓 に あ た っ た 。貿 易 本 部 に は3つ の 販売 課 と これ を 補 助 す る輸 出 業 務 課,製 品

課,企 画 課 が 誕生 した。 販 売 課 は,北 米,カ ナ ダ,中 南 米 諸 国 を 受 け持 つ 第1

販 売 課 と ヨー ロ ッパ,中 近 東,ア フ リカ 地域 を担 当 す る第2販 売 課,さ ら に は

東南 ア ジア及 び,太 洋 州 を カ バ ーす る 第3販 売 課 に 分 か れ る。 この 販 売 課 は,

国 内 の営 業 部 に相 当す る もので,取 引方 法 そ の もの は,国 内 の 場 合 とは か な り

異 な る。 そ の職 務 内 容 と して は,オ フ ァー か ら 手形 あ る い はL/C(信 用 状)

を受 け取 る ま で の仕 事 が 主 た る もの で あ り,こ れ に付 随 す る諸 業 務 と して マ ー

ケ ッ トク レー ム の処 理 等 が あ る.輸 出業 務 課 は この 後 を 引 き受 け て,船 積 み 手

続 き,L〆C決 済(買 取 り),在 庫 管 理 並 び に これ に付 随 す る一 切 の 業務 を 行 う,,

製 品 課 は商 品企 画 部 で 企 画.され,1:場 に 移 さ れ技 術 審 議 会 終 了 後 の 製 品 化 の 進

行 につ い て,対 工 場 に対 す る 窓 口 の役 割 をす る他,品 質 ク レー ムの 処 理,コ ス

トの検 討,材 数 管 理 を行 う。 そ の他 補 修 部 品 の 調 達,管 理,出 荷 の 業 務 を行 う。

企 画課 は生 産,販 売 計 画 の総 括,販 売 統 計 の作 成,海 外 宣伝,販 売 助 成 の 企 画,

14)1.有 価証券報告書総覧」 による。
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実施 な らび に部 内 庶 務 を 担 当 す る.海 外 宣 伝 で は,『 ラ イ フ1や 『タイ ム』 な

どの 国際 誌 に広.告を掲 載 し,シ ャー プ ・ブ ラ ン ドの イ メー ジ高 揚 を 図 る一一方,

看板,デ ィス プ レー.ポ ス ター,手 帳,カ レ ン ダー,ダ イ ア リー そ の他 の助 成

物 の手 配 の他 に,カ タロ グ,技 術 資 料 な どの 海外 向 け 印刷 物 の作 成 を 行 う。

東 京 駐 在課 で は,在 京 商 社 や 来 目バ イヤ ー との折 衝,通 産 省 な ど関係 省 庁 や

業 界 団体 の会 合 へ の 出席 を 口常 業 務 とす る他,東 京.支店 に出.入 りす る外 国 か ら

の 客 の応 接 や バ イヤ ー の送 迎 な どの付 随 業務.切 を担 当 す る陶。

68年 に は テ レ ビを生 産す る栃 木事 業部 が 独 立 した 事 業 部 と して 加 わ り,第1

図 の よ うに,管 理 本部,営 業 本 部,貿 易 本 部,無 線 事 業 部,栃 木 事 業 部,電 化

事 業 部,産 業 機 器事 業 部 で 構 成 され る よ う に な った 。 シャ ー プ は事 業 部 制 の採

用 と共 に,各 組 織 に対 して 大 幅 な権 限 委 譲 し,独 立 採 算 制 を基 本原 則 と した 。

各事 業 部 はそ れ ぞ れ 専 門の 工 場 を も っ て お り,無 線 事 業 部 に は,田 辺 工場 と平

野 工 場 が あ り,こ こで ラ ジ オが 生 産 され る。 栃 木 事業 部 で は栃 木 工場 を もち,

ここで は カ ラ ー テ レ ビが 生 産 され る。 電 化 事 業部 は 八尾 工場 を もち レ ンジや 洗

濯機 な ど の電 化 製 品 を生 産 して い る.産 業 機 器 事 業 部 は 奈 良 工 場 を もち 電 卓 製

品 を 生産 して い る,,こ れ ら の1:場 で 生 産 さ れ た輸 出 用 製 品 は,貿 易 本 部 を通 し

て 海外 に輸 出 され る仕 組 み に な って い る 、,国内営 業 は,オ ー ソ ド ック ス な事 業.

部制 か ら営 業 部 門 を分 離 独 立 し国 内 営 業 本 部 と販 売 会 社 に 一 任 して い る陶、

70年 に は貿 易 本部 を 改組,海 外.事業 本 部 に し,先 進 国 を 中心 に輸 出 振 興 に力

を 入 れ た 。.従来貿 易 本部 で行 って い た 海 外 営 業 部 門 は,各 事 業 本 部 に配 属 され

た 。 同 時 に 海外 事 業 本 部 は 海外 戦 略 担 当 部 と して の 位 置 づ け られ,そ の 中 に,

米 州 を 担 当 す る第一..・.企.画部 と,.米 州 以 外 の 地 域 を 担 当 す る第::企 画部,さ らに

船 積 み な ど輸 出業 務 を担 当す る輸 出 業 務 部 の3部 体 制 に な った1㌔ 海外 事 業 本

部 は,シ ャー プ の輸 出 お よび海 外 事 業 を コー デ ィネ ー トす る。 た とえ ぼヨ 各 国

15).岡 田 吉 治郎 元 海 外 副 本 部 長,イ ン ク ビ.エー.一2002年10月7H目

16)岡 田.占 治郎,イ ン ダ ビ ュー,2002年10/17U目

17)岡 田 言治郎,イ ン タ ビ 、-・...21〕〔}2年10/17日 。
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出 所=『 窓g1968年4∫ 】,12ペ ー ジ よ り

の販 売.会社 と生 産 事 業 本部 の 聞 で 年 に2回 行 わ れ る価 格 交 渉 で,"調 整 役"と

して行 動 す る。 また,各 国の 販 売 会社 は,独 自で 生 産事 業 本部 と交 渉 す る 。 海

外 事 業 本 部 は ま た,海 外 の 販 売 会 社(そ れ ぞ れ 独 立 した 利 益 部 門 と な っ て い

る)を 管 轄 し,海 外 で の生 産,新 しい 生産 拠 点 の設 立 等 につ い て の 決 定 及 び 各

国 に お け る テ レ ビや ビデ オ の=〔揚 間で の生 産計 画 の 調整 や棲 み分 け に 責任 を 負

う卿U

改組 の直 接 の動 機 は,事 業 部 が よ り顧 客 と密 着 して,製 造 と販 売 を 最 短 距 離

18>H`～r宅」``74β師ノ'戸F㌦∬S始で戸r♪`Cα鑑N`1.9-795-0倒,PP.9-10.
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にす る こ と に あ っ た 。 そ の た め 現 地 に 販 売.会 社 を 設 立 し,貿 易 商 社 や 輸.入 代 理

商 を 通 さ ず 直 接 シ ャ ー プ の 手 で 輸 出 を 行 っ だ')。 既 に62年5月 に 世 界 最 大 の 市

場 で あ る ア メ リ カ の ニ ュ ー ヨ ー ク に 設 立 し て い る 販 売 会 社,シ ャ ー プ ・エ レ ク

ト ロ ニ ク ス ・ コ ー ポ レー シ ョ ン(SharpElectronicsCorporation,略 称SEC),

68年1月,ド イ ツ の ハ ン ブ ル グHamburgに.設 立 し て い る 販 売 会 社,シ.ヤ ーープ

欧 州 有 限 会 社(SharpElectronics(Europe)GMBH略 称SEEG),69年11月,

英 国 の マ ン チ 」、ス タ ー(Manchester)に 設 立 し て い る 販 売 会 社 シ ャ ー プ ・エ

レ ク ト ロ ニ ク ス(Sha■pElcct.ronics(U.K)Ltd.略 称SUK)を 中 心 に 輸 出 振 興

に 力 を 注 い だ 。 これ ら3つ の 販 売 会 社 に 加 え て,71年,ア メ リ カ に研 究 開 発 機

関SDI(旧 称HYCOM)の 設 立,714一.10月,オ ー.ス ト ラ リ ア の シ ド ニ ー に

シ ャ ー プ ・オ ー ス ト ラ リ ア(SharpCorporationl}正AustraliaPty.Ltd.略 称

SCA)を 設 立 し,カ ラ ・一テ レ ビ の 生 産 と シ ャ ー プ 製 品 の 販 売 を 行 っ た 。74年

9月,カ ナ ダ の ト ロ ン ト(Toronto)に 販 売 会 社 シ ャ ー プ ・エ レ ク トロ ニ ク

ス ・カ ナ ダ(SharpElectronicsofCanadaLtd.,Toronto略 称SECL)を 設 立

し,シ ャ ー プ 製 品 の 販 売 を 行 っ た 。79年9月,ス ウ ェ ー デ ンの ス ト ッ ク ホ ル ム

に 販 売 会 社 シ ャ ー プ ・エ レ タ ト ロ ニ ク.ス(SharpElectronics(Svenska)AB,略

称SES)を 設 立 し,北 欧 で の 販 売 拠 点 を 確 立 し た 。 現 地 販 売 会 社 の 設 立 は,

現 地 ユ ー ザ ー の 声 を 商 品 企 画 に 反 映 さ せ る マ ー ケ ッ ト ・.イ ン の 考 え に も とづ い

た 事 業 の 展 開 を 可 能 と し た 。 シ ャ ー プ の 自 社 ブ ラ ン ド輸 出 比 率 が,OEM供

給 ・PR商 品 の 供 給 を 追 い 越 し,60%を 記 録 した の は60年 代 末 で あ っ た 。 そ の

背 景 に は,69年11月 英 国 ・マ ン チ ェ ス タ ー に 現 地.販 売 会 社 「シ ャ ー プ ・エ レ ク

ト ロ ニ ク ス.UK」 を 設.亡 し た の を 皮 切 り に,同 年12月 に は ア メ リ カ の 現 地 販

売.会 社SECを 倍 額 増 資 し 新 資 本 金 を3億6千 万 円 と し た ほ か,シ カ ゴ,デ ト

ロ.イ ト,カ ンサ ス,ダ ラ ス,ボ ス ト ンの 各 主 要 都 市 に 支 店 を 新 設 し,販 売 促 進

を し た こ とが あ る 。

19〕 松 ド電器が別会社 として松下電羅貿易を,=:洋 電機がτ三洋電機貿易 を盲愛.ウ!しているが,シ ャー

プは別会社 を作 らなか ったのが特徴であ る。
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71年 に は ジ ョー ジ ア 州 ア ト ラ ン タ と ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 パ ラ マ ス,ダ ラ ス に

支 店 を新 設 す る と 同 時 に,欧 州 と レ バ ノ ン,イ ン ド ネ シ ア に も 駐 在 所 を 新 設 し,

シ ャ ー プ ブ ラ ン ドの 販 売 促 進 の 結 果,自 社 ブ ラ ン ド 〔電 卓 は コ ン ペ ッ ト,家 電

製 品 は シ ャ ー プ')の 輸 出 比 率 が69年 末 か ら 急 増 し,70～80%ま で 高 ま っ て い

る2㌦

シ ャ ー プ の 国 際 化 は,先 進 国 で は 消 費 基 地 と し て の 位 置 づ け に よ る 販 売 会 社

先 行 に よ る 参 入 を 優 先 し た,,そ れ に 対 し て,東 南 ア ジ ア を 中 心 と す る 発 展 途...ヒ

国 で は,再 輸 出 基 地 を 求 め,合 弁 ま た は 独 自 資 本 で 海 外 生 産 拠 点 を 設.亡 し た 。

こ こ で は 資 本 関 係 よ り も技 術 提 携 を 中 心 と し た 。

東 南 ア ジ ア で は60年 代 初 頭 に,香 港 を は じ め と して シ ン ガ ポ ー ル,タ イ,イ

ン ドネ シ ア な ど に 順 次 駐 在 員 事 務 所 を 設 置 し た 。 そ こ に 営 業 担 当,サ ーービ.ス教

育 担 当 を 配 置 し,各 国 の 販 売 網 の 確 立 と サ ー ビ ス 体 制 の 強 化 を 行 っ た 。 当 時 東

南 ア ジ ア 諸 国 は 外 貨 不 足 に 悩 ん で お り,家 電 製 品 の 輸 入 を 厳 し く規 制 し て い た 、

そ こ で こ れ に 対 処 す べ く,シ ャ ー プ は 各 国 の 代 理 店 に 技 術 協 力 を 行 い,シ ャ ー

プ か ら の キ ッ ト輸 出 さ れ た 部 品 で,現 地 絹.み 立 て を 行 っ た 。60年 代 に 設 置 さ れ

た こ れ ら 組 立1場 は,70,80年 代 の シ ャー プ の 輸 出 生 産 拠 点 の 基 礎 と な っ た 肌,

74年12月 に は,マ レーーシ ア ・ケ.ダ 州 に 音 響 機 器 の 再 輸 出 生 産 会 社 シ.ヤ ー プ ・ロ

キ シ ー ・ コ ー ポ レー シ ョ ン(Sharp-RoxyCorp()ration(M)Sdn.Bhd,(Kedah)I

SRC)を 設 立 し た.、80年3月,マ レー シ ア の ジ ョ ホ ー ル 〔Johore)に 生 産 会

社 シ ャ ー プ ・ロ キ シ ー ・エ レ ク トロ ニ ク ス ・ コ ー ポ レ ー シ ョ ン(Sharp-Roxy

Electronic:sCorporation(M)Sdn.Bhd.略 称SREC))を 設 立 し,カ ラ ー テ レ

ビ,カ ラ ー テ レ ビ 用 シ ャ ー シ ー の 生 産 を した,82年1月,フ ィ リ ピ ン ・マ ニ ラ

(Mani】a)に 生 産 会 社 シ ャ ー プ ・フ ィ リ ピ ン ・コ ー ポ レ ー シ ョ ン(Sharp(Philis.)

Corporation(Metr〔 」Manila)SPC)を 設 立 し,カ ラ ー テ レ ビ,洗 濯 機,ヘ ッ ド

ホ ン ス テ レ オ,カ ラ オ ケ,ラ ジ カ セ を 生 産 し た 。85年1月 に,マ レ ー シ ア に

20)「LI本:.L二 業 新 聞f1970115月2日 付,且911年7,120日 付n

21)赤 松.1卜:光香港 駐 在 員 歩 務所 初 代賞 瑛 担 ヒ『,イ ン タ ビ ュー,2002年12月23「1。
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シ ャ ー プ ・ロ キ シ ー ・ア プ ラ イ ア ン ス 社(Sharp-RoxyAppliancesCorp.(M)

Sdn.Bhd.(Selangor)),生 産 会 社SRACを 設 立 し,カ ラ ーーテ レ ビ,VCR,洗

濯 機,冷 蔵 庫,掃 除 機 の 生 産 を し た 。85年4月,マ レ ー シ ア に 販 売.会 社,

シ ャ ー プ ・ ロ キ シ ー一 ・七 一1レ.ス&サ ー ビ ス 社(Sharp.RoxySales&Servicc

Company(M)Shd.(Sd}1ng(⊃r)略 称SRSSC)を 設 立 し,シ ャー プ 製 品 の 販 売

に 専念 し た っ

シ ャ ー プ の55年 か ら60年 代 前.半 の 時 期 を 「戦 後 復 興 期 」 と 名 付 け る と す れ ば,

60年 代 後.半 か ら70年 代 は,シ ャ ー プ の 「輸 出 振 興 期 」 で あ っ た22:1。第1表 が 示

す よ う に,60年 代.前 半 ま で の 戦 後 復 興 期 の 輸 出 販 売 高 の 割 合 が10%台 に と ど

ま っ て い た の に 対 し て,輸 出 振 興 期 に は30%か ら50%台 と 非 常 に 高 く,照,77,

78年 に は,50%と 過 半 数 を 超 え る ま で に な')て い る 。69年 の 輸 出 は454億 円

(全 売 上 げ の37.6%),商 品 別 で は,電 卓27%,カ ラ ー.・テ レ ビ18%,白 黒 テ レ ビ

25%,ラ ジ オ ユ0%,ス テ レ オ ・テ ー プ ・ レ コ ー ダ ー11%で あ る 。 仕 向 地 別 で は

ア メ リ カ が ト ッ プ で63%,次 い で ヨ ー ロ ッ パ16%,.東.南 ア ジ ア14%,中 南 米

7%,カ ナ ダ4%と 続 ぐ3'。7ユ 年 で み る と,カ ラ ー テ レ ビ 月 産4万 台,う ち 輸

出 が1万6000台 〔4〔,%),対 米 輸 出 が 約8000台,白 黒 テ レ ビ 月 産10万 台,内 対

米 輸 出 約4万 台,電.卓 月 産8万 台,内 対 米 輸 出 約3.万2000台 で,い ず れ の 商 品

も対.米 輸 出 が 群 を 抜 い て 高 く,そ の 偏 りが 問.題 と な り は じ め て い た 凋1。折 か ら

の 円 切 り上 げ や 日 米 貿 易 摩 擦 が 起 こ り,こ れ を 契 機 に ヨ ー ロ ッ パ 市 場 の 開 拓 に

本 格 的 に 乗 り出 した こ㌔

22〕 赤 松[K光SF:(:副 社 長 ・海 外 幽野業 本 部

is[。

23〕 『日刊.r業 新 聞1197〔}.『 こ呂'.17日f寸.」.

24〕 『電 波 新 聞」1971年9月19目 付.、,

25〕 『H本1..業 彰i.聞』1972.{1三1月10「1ゴ 寸、

・副本部 長兼.欧米戦略統括 , イ ン タ ビ ュー,1994年5月



14〔4〔 〕〔,) 第170巻 第5・6.サ

IIIシ ャー プ の対 米 輸 出

1輸 出 販 売

輸 出販 売 と は,国 内 向 け に生 産 され た商 品 の余 剰 を 商社 を通 して 海外 に 出 す

こ とを意 味 す る。 その 方 法 と して は,海 外 の 商社 と代 理店 契約 を結 び 長 期 に わ

た り取 引 をす る場 合 と,あ る製 品 に対 して オ フ ァー の あ る 度 に 商 社 や バ イヤ ー

と契 約 を結 び短 期 の取 引 を行 う場 合 が あ る 。

シ ャー プ はす で に戦 前 か ら世 界市 場 に 目を 向 け,輸 出 に カ を 入 れ て い た 。 戦

前 に は 中 国,東 南 ア ジ ア,イ ン ド,南 米 ヘ ラ ジ オ部 品 の 輸 出 を 行 って い た 。 中

国 で は ラ ジオ や部 品 の売 れ 行 きが好 調 で,上 海 で は ラ ジ オの 見 本 市 を開 き大 盛

況 で あ った 。34年4月 に は,ヒ 海 出 張 所 を 開 設 す るな ど ア ジ ア を 中心 と し.た販

路 の 開拓 に 積 極 的 で あ っだ ㌦

戦 後 は,ト ラ ン ジス タ ラ ジ オの 商 品 化 を契 機 に,ア メ リカ を は じめ各 国へ の

輸 出 を積 極 的 に行 った 。 そ の 後 白黒 テ レ ビが 加 わ り,輸 出 は これ らの2つ の商

品 を 主力 と して い た 。 対 米 輸 出 にあ た っ て は在 阪 の総 合商 社 ニ チ メ ン,東 棉 な

どを通 して売 ヒげ を伸 ば して い っ た劇。 東 南 ア ジ ア で は ま だ 自前 の 販 売 会社 を

持 た なか っ た の で,56年7月,香 港 の 有 力 店 ロキ シ ー 〔:ROXY)と 代 理 店 契

約 を締 結 し,シ ャー プの.一手 販 売 権 を与 え,こ の ロキ シーーグ ルー プを通 して,

シ ャー プ の製 品 を香 港,マ カ オ,シ ン ガポ ー ル,マ レー シ ア,ブ ル ネ イ に.販売

して い たZδ㌧.、

しか し,代 理 店 を 通 した 輸 出 で は,ユ ー ザ ー へ の技 術 サ ポ ー トや ア フ ター

サ ー ビ スに対 応 し きれ な くな り,現 地 の 先 進 メ ーーカ ー に対 し競 争優 位 に立 つ た

め に も,現 地 に 直接 販 売 拠 点 を 設 立 す る必 要 が で て きた 。 先 に も述 べ た よ うに,

現 地 に販 売 会 社 を もた な い段 階 の輸 出 は,ア メ リカか ら確 定 した注 文 を受 け て

36)シ ャー プ株 式 会 社80周 年 記 念 誌,前 掲 書,M聖6ぺ 』一ジ 。

27}HH),8August,1962.

28〕 「日刊 工 業 新 聞』1975年11月121.1付 。
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か ら生 産 計 画 をた て 生 産,輸 送 す るの で4ヶ 月 か ら5ヶ 月 の時 間が か か り,注

文 して す ぐ現 物 を入 手 した い 消 費 者 の 需 要 に は応 じる こ とが 出来 ず,競 争.ヒ大

きなハ ンデ ィとな った 。 そ こで 現 地 に独 立 した 販 売 会社 を作 り,そ の 会社 の.責

任 に お い て シ ャー プ に 見 込 み の 生 産 を 依 頼 し,前 もっ て 正 常 な ラ ンニ ン グス

ト ック を在 庫 して お くと,注 文 に素 早 く応 じる こ とが μ1'能とな る。 ま た,現 地

ユ ーザ ー の ニ ー ズ に合 った 商 品 を企 画 し,安 定 した 売 り上 げ の拡 大 を行 うた め

に も,自 社 ブ ラ ン ドの 強 化 の 必 要 が 生 じ,62年 ア メ リカ に初 め て の現 地 販 売 会

社SECの 設 立 と 自社 販 売 網 の 構 築 に 乗 り出 しだ ㌔

2相 手先 ブラン ド(OEM)に よ る輸出マーケテ ィング

ア メ リカrl∫場 参.人に際 して,多 くの 日本 メー カ ー は次 の2つ の方 法 を採 用 し

た。..つ は相 手先 ブ ラ ン ドで の,も う一 つ は独 自 ブ ラ ン ドで の参 入で あ る。

シ ャー プ もこ の2つ の 方 法 を採 用 した。OEM供 給(シ ャー プで は バ イヤ ー

ズブ ラ ン ドと呼 ば れ て い た)は,マ ー ケ テ ィ ング ・ノウ ハ ウの蓄 積 や 一 度 に大

量 の販 売 が 可 能 で あ るな ど,シ ャー プ に と って 多 くの メ リ ッ トを もた ら した 。

自社 ブ ラ ン ドに よ る海 外 へ の 輸 出 の 場 合 は,注 文 を受 け,次 い で 生 産 計画 に の

せ,生 産 した.後は じめ て,輸 送 す るの で,注 文 を受 け てか ら商 品 を納 め る まで,

3ヶ 月か ら4ヶ 月 の 期 間 を 有 す る。 そ の た め 最 終 的 に現 金 が.入る まで 長 時 間 が

かか り,資 金 繰 りを悪 くす る。 と こ ろが,OEM供 給 の 場 合 は,商 品 の 引 き渡

し と同 時 に現 金 が 入 るの で 企 業 に と って は大 き な メ リ ッ トが あ る。

シ ャー プがOEM輸 出 を 開 始 した の は,50年 代 末 の こ とで あ っ た 。 最 初 は

商社 を 媒 介 と したOEM輸 出 で あ った 、.、東 洋 棉 花 や 口綿 を 介 して,ト ラ ン ジ

ス ター ラ ジ オ を ア メ リ カの 卸 商 ゴー ル デ ン ・シー ル ド(Golden.Shield)や ア

メ リカの 家 電 メー カー,ホ フマ ン(Hoffman)な ど に輸 出 した 。 ま た,ア.メ リ

..鶉1...語 年 庵 点 ぞ 像.坦 地 法.人 ア メ リ カのSECと 西 ドイ ツの シ.ヤ ー プ ヨー ロ.ソ バ を 拠 点 と して脚%ま

で1白:売方 式 を と り,残 りの1〔エ%を 商 社 に 依 存 して い る、 〔「ダ イヤ モ ン ド臨 時 増A』1968年12月10

El号,147ベ ー ジロ)
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力の 輸 入商 サ ン トン(:SANTON)や マ ン トン(MANTON)な ど に も真 空 管

ラ ジオ を 直接OEM輸 出 を した:`%

60年 代 は,電 卓 を は じめ カ ラー テ レ ビ,白 黒 テ レ ビ,ト ラ ンジ ス タラ ジ オ,

テ ー プ ・レコー ダー な どを 中 心 に 輸 出 を 進 め て きた 。 輸 出 に際 して は,ア メ リ

カ向 け輸 出 で は 〔BEM供 給 が 多 く,輸 出 先 の メー カ ーや 輸 入商 の ブ ラ ン ドを

つ け た 商 品 の輸 出 が60%も 占 め て い た,,ア メ リ カで はSEC設 立 以 前,ユ00

相 手先 ブ ラ ン ドに よ る輸 出 で あ った 。 相 手 先 ブ ラ ン ド取 引 を強 め る た め駐 在 員

を ニ ュー ヨー クに置 い た 。 駐 在 所 は東 洋 綿 花 の ニ ュー ヨー ク.支店 に 間借 りした 。

初 代 の ア メ リカ駐 在 員 と して,ア メ リカ市 場 の 開拓 者 と言 わ れ て い る斉藤 和 雄

が そ の任 務 に当 た った 。 技 術 担 当 駐 在 と して,石 野 忠 彦 が赴 任 し,斉 藤 と二 人

旺脚 で 市場 開拓 にあ た った=㌔

OEM供 給 の 拡 大 と共 に65年,ニ チ メ ンの シ カ ゴ事 務 所 に駐 在 事 務 所 を置 き

本社 よ り廣 岡 季 之.が出 向 し担 当 した 。RCA祉,モ トロ ー ラ社(Mot.orola),

モ ン ゴ メ リー ・ウ ォー ド社(Morn.gomeryWard),シ アー ズ ・ロ ー バ ッ ク社

(SearsRoebuck),バ ロ ー ズ 社(BurroughsCo叩.)「21な ど 多 くの ア メ リ カ.企業

と相 手 先 ブ ラ ン ド取 引 に よ っ て,輸 出 を拡 大 した 。RCA社 と は ラ ジオ,テ ー

プ レ コー ダ ー,ラ ジ オ カ セ ッ ト,白 黒 テ レ ビを 中心 と したOEM契 約 を行 っ

た。 モ ンゴ メ リー ・ウ ォー ド社 は,74年 にPB商 品 の供 給 を 開始 し,そ の 主 要

な 商 品 は 白 黒 テ レ ビ に始 ま り,カ ラー テ レ ビ,ス テ レ オ,オ ー プ ン リー ル ・

テ ー プ レ コー ダ,マ,レ チ バ ン ド ・ラジ オ,電.壬 レ ン ジな どで あ った 。 モ ン ゴ メ

リー ・ウ ォー ド社 と シア ー ズ ・ロー バ ッ ク杜 は激 しい競 合 関係 にあ った の で.

競 合 を避 け るた め 品 目を変 え た り,同 じテ レ ビの場 合 は デ ザ イ ン を変 えた り し

だ罵㌔

細 廣岡奉之SEC社 長 ・会長,.海外事業本部長,専 務取締役などを歴任,イ ンケピェー、20梶年

⊥2月29u,

31)岡[上 」吉 治 郎 、 イ ン ダ ピ.ユー,2〔}〔〕2年]Q月7「19

32)バ ロ ー ズ社 は ア メ リ カ の 電 了・計 算 機 メ ー カー で.68年 に シ ャー プ と電 卓 に 関 す る 〔..IEM.協 定

を結 ん だ 口 『電 波 新 聞 』19弼 年3月13日 付,!.日.本 匠業 新 聞 』1968年3月13日 付 。

33}}匿 岡 季 之,イ ン タ ビ ュー,2002年12月z9]F
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相 手 先 ブ ラ ン ド取 引 の 窓 口 は,貿 易 部 で あ った 。 当 時 は 貿 易 部 は ナ シ ョナ

ル ・ブ ラ ン ドの 窓 口 で もあ った3㌔

SEC設 立 後 は シ ャー プ ブ ラ ン ドで の 輸llhが 増 え,OEM供 給 は 減 少 して

い った 。70年 に は じめ て,自 社 ブ ラ ン ド輸 出比 率 が 相 手 先 ブ ラ ン ドの 比 率 を越

え,60%と な った 圭5:1。

OEM契 約 の 内 容 も時 間 の 経 過 と と と も に変 化 して い った 。OEM供 給 の 開

始 時 はRCA社 や モ ン ゴ メ リー ・ウ ォー ド社 側 か ら一 方 的 に この よ うな デザ イ

ンで この よ うな モ.ノを これ だ け の コ ス トで 作 れ な い か とい う仕様 書 の 提 示 が あ

り,コ ス ト,価 格 な.どの折 り合 いが 付 く と契 約 を結 ぶ こ と に な る。 時 間 の経 過

と共 に,シ ャー プ の側 か ら も製 品 の 内容 につ い て提 案 をす る よ うに な り,相 互

の協 力 に よ って マ ー ケ テ ィン グが.行わ れ る よ う に な る。 契 約 も明 示 的 な年 間契

約 を結 ぶ わ けで は な く,相 互 の信 頼 関 係 に基 づ い て 生 産 量 や 価 格 が 決 定 さ れ て

マ ー ケ テ ィ ン グが 進 め られ る。RCA社 と`)FM契 約 をす る時 は,新 製 品 開発

に際 して,ま ず 相 互 に仕 様 を決 め,新 製 品 開 発 の プ ロ セ ス を経 た 後,物 作 りを

し,RCA社 の ブ ラ ン ドで 供 給 す る。 仕 様.書作 成 に 当 た って は,シ ャー プ側 か

ら ター ゲ ッ ト,コ ンセ プ ト,デ ザ イ ンな どの基 本 を提 案 をす る 。 そ れ に対 して

RCA社 側 か ら細 か い修 正提 案 が あ り,相 互 に ネ ゴ シ エ ー シ ョ ンを した結 果,

最 終 的 に 仕 様 を 決 定 し,図 面,型 作 りを し,生 産 に 入 る。 モ ン ゴ メ リー ・

ウ ォー ド社 は トラ ンジ ス タ ラ ジオや テ レ ビのPB商 品 の供 給 を 行 って お り,ト

ラ ンジ ス タ ラ ジ オの ブ ラ ン ド名 はAirlineで あ った瓢:卜、.、PB商 品 は シ ャー プ ブ

ラン ド製 品 と は明 確 に異 な る デ ザ イ ンに よ って 作 られ 競 合 を避 けf:`,70年 代

は(:MSの プ ラ イベ ー ト ・ブ ラ ン ドをil体 と した モ ンゴ メ リー ・ウ ォー ド社,

シア ー ズ ・ロ ーバ ック社,J.C.ペ ニ ー 社(J.C.Penney)な どが,力 を 発 揮 し

た。 特 に シ ャー プのPB取 引 の 相 手 で あ るモ ン ゴ メ リー ・ウ ォー ド社 の場 合 は,

34)シ ャープ.株式会社広報室,イ ンタビ⊥一,2〔川2年H月6日,

35)「 口才工業新聞」197〔}年5月2日付.

36)廣 岡季之,イ ンタビ.ユー,20021"12月2911、

37)IM),11SePrPlnb喫r、1962.
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品 質 と同 時 に,コ ス トに 関 して も非 常 に厳 しい 要 求 を して きた 。 そ の こ と に

よ って,安 い コス トで 商 品 を作 る ノ ウハ ウを 身 に つ け る こ とが 出 来,貴 重 な経

験 を 得 た3㌦

相 手 先 ブ ラ ン ド供給 に よ っ て,シ ャー プ は様 々 な こ とを 学 習 す る こ とが 出 来

た 。 ア メ リカの 消 費 者 の 嗜 好 は もち ろ ん,UL(Underwriter'sLaboratory=保

険 業 者 研 究 協 会)規 格 やFCC(FederalCommunicationCommittee≡ 電 波 障

害 委 員 会)規 格 な どに 関 す る 知識 を得 る こ とが で きた 。 前 者 は 全 米 火 災 保 険 協

会 が 決:めた 品 質安 全 保 証規 格 で,ア メ リ カ市 場 に 本 格 的 に 進 出 す る に は この

マ ー クの取 得 が 先 決 条件 で あ る 。 後 者 は 電 波 障 害 に 関 す る法 的 規 定 て あ り,ア

メ リカの 冬 は 日本 と比 べ 非常 に 乾燥 して い るた め,し ば しば 静 電 気 が 発 生 し,

日本 か ら持 ち 込 ん だ 製 品 が異 常 を きた した 。 当 時,ア メ リカ に持 ち込 んだ トラ

ンジス タ ラ ジ オが,人 体 や物 に触 れ る と静 電 気 を起 こ し,ト ラ ンジ ス タが 破 壊

す る とい うこ とが しば しば起 こ った 。PB商 品 を供 給 した 当 初 は,ア メ リカの

風 土 や 気 候 を把 握 して い な い た め に しば しば トラ ブ ルが 発 生 した.こ う した ト

ラ ブル 回 避 の経 験 を 積 み 重 ね た 後 に,シ ャー プ ブ ラ ン ドで 参 入 した た め,こ の

よ うな トラ ブル を 回 避 す る こ とが 出 来 た 。 電 卓 で は コ ンピ ュ ー ター を 中心 とす

る事 務 機 器 メー カー ・バ ロー ズ社 へ のOEM供 給 で,多 くの こ と を学 習 した 。

日本 の 初 期 の 計 算 機 の キ ー の 大 きさ は 全 部 同 じで あ った の に対 して,ア メ リカ

の キー は ゼ ロを 大 き く した り,5の キ ー に 小 さ な突 起 を付 け る な ど,計 算 機 の

キー の 使 い 勝 手 を よ く した 。 こ う して 本 来 の 技 術 の み な らず 機 器 の使 い勝 手 の

よ うな もの まで 学 習 す る こ とが で きた3%シ ャー プ はOEM取 引 に よ り(.)FM

契 約 者 に 商 品 を 渡 す 時 点 で 現 金 決 済 が 行 わ れ る た め 資 金 繰 りが 非 常 に 良 か っ

だ%そ の他 現 地 の 情 報 の入 手 や 規 模 の経 済 に よ る コ.ス ト優 位 の 実 現,市 場 リ

謝..;宅 邦夫海外事業部本部 企画推 進部 ・副参事,イ ンタビュー,1995年11月7「.1。

39〕 岡田吉治郎,イ ンタビュー,2002年10月7日i、

40)ブ ラン ド商品の場 合 も,甲 独 決算の時代には本社が販売子会社 に販売..ド地点で現金が 人手す る

ので本社の資金繰 りは良か った。 しか し,販 売会社は商品が売れた後 も,信 用販売 などのた めに

入金が完全に済むのは,10ヶ 月後にな ることが しば しばあ る.,
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ス クの 回 避,生 産 技 術 の 入 手 な どの 多 くの メ リ ッ トを得 た 。 しか しそ の 反面,

マ ー ケ テ ィ ング ノ ウハ ウの 蓄 積 が 出 来 ず,契 約 を一 方 的 に破 棄 され る リ ス ク.

自社 ブ ラ ン ドの 浸 透 が 出 来 ない とい うデ メ リ ッ トが あ った 。 この デ メ リ ッ トを

解消 し,よ り深 くア メ リカ.市場 に参 入 す るた め に は,現 地 販 売 会社 を拠 点 と し

た 自力 販 売 を不 可 避 と した 。


